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　図1のようにＡ、Ｂそれぞれの水に食塩を完全にとかして食塩水をつくった。

★★★ □ （1）　Ａの食塩水にさらに60ｇの水を加えると、食塩水の濃度は何％になるか。

★★★ □ （2）　Ｂの食塩水の濃度は何％か、ただし、小数第2位を四捨五入して答えなさい。

★★★★ □ （3）　Ｂの食塩水の濃度を20％にするためには、水を何ｇ蒸発させるとよいか。

★★ □

　ア　ｘ：溶媒　　ｙ：溶質　　イ　ｘ：溶媒　　ｙ：溶液　　　ウ　ｘ：溶質　　ｙ：溶液　　　エ　ｘ：溶質　　ｙ：溶媒

★★★ □ （5）　ろ過の正しい操作を下のア～オから1つ選び、記号で答えよ。

（4）　食塩水は、食塩を水に溶かしてできたものである。このとき、食塩のように溶けている物質を（　ｘ　）、
　　　水のように（　ｘ　）を溶かしている物質を（　ｙ　）という。

目標時間

50分4.水溶液

単元2 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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　次の実験1、2、3について、あとの問いに答えなさい。

（実験1）

（実験2）

（実験3）

★★ □

★★★★ □

★★★ □ （3）　実験1の飽和水溶液のこさについて、正しく述べているものはどれか。

　ア　水溶液の上の方ほどこい。

　イ　水溶液の真ん中に近いほどこい。

　ウ　水溶液の下の方ほどこい。

　エ　水溶液のどの部分もこさは同じ。

★★★★ □

　ア　38℃　イ　44℃　　ウ　58℃　エ　65℃

★★ □ （5）　図2のような装置を用いて固体と液体を分ける方法を何というか。

★★★ □

　ア　結晶はろ紙の穴より小さく、水溶液中の物質はろ紙の穴より大きいから。

　イ　結晶はろ紙の穴より大きく、水溶液中の物質はろ紙の穴より小さいから。

　ウ　結晶、水溶液中の物質ともにろ紙の穴より小さいから。

　エ　結晶、水溶液中の物質ともにろ紙の穴より大きいから。

★★★★★ □

（6）　実験2では、硝酸カリウムの結晶はろ紙上に、水溶液は下のビーカーに分けることができた。その理由
　　　として最も適当なものは、次のどれか。

（7）　実験3で、何ｇの硝酸カリウムが結晶として出てくるか。ただし、硝酸カリウムは水100ｇに10℃で22ｇ、
　　　60℃で109ｇとける。

（4）　実験2で硝酸カリウムの結晶ができはじめたときの温度として最も適当なものは、次のどれか。図1を参
　　　考にして答えよ。

（1）　実験1のように、固体を高い温度の水に溶かしたあと、温度を下げて結晶をとりだす方法を何というか。

（2）　実験1で、結晶が一番多くできるのは、ビーカーＡ、Ｂ、Ｃのうちどれか。図1を参考に、理由も含めて答
　　えよ。

60℃の水100ｇを入れた3つのビーカーＡ、Ｂ、Ｃを用意し、温度を60℃に保ちながら、Ａには硝酸カリウ
ム、Ｂにはミョウバン、Ｃには塩化ナトリウムをそれぞれ溶かし、飽和水溶液を作った。その後、水溶液
の温度を20℃まで下げたところ、結晶ができているのが観察された。図1は100ｇの水に溶ける物質の
質量と水の温度の関係を表したグラフである。

硝酸カリウム60ｇをビーカーに入れ、80℃の、水50ｇを加えると、硝酸カリウムはすべて溶けた。この水
溶液をしばらく放置すると、ある温度で結晶ができはじめた。その後、水溶液の温度が20℃で一定に
なってから、図2のような装置を用いて、この結晶と水溶液を分けた。

60℃で質量パーセント濃度が30％の硝酸カリウムの水溶液500ｇをつくった。この水溶液を10℃まで冷
やしたところ、結晶が出てきた。
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